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　「藩祖　為信公銅像」　文化センター前広場
　藩祖為信公銅像は、1909（明治42）年弘前公園本丸に建立された（山崎朝雲作）。公園のシンボルとして市民に敬愛された。
1944（昭和19）年太平洋戦争における金属回収令により、撤去、献納され秋田県小坂銅山に送られる。昭和50年代に入り弘前
商工会議所を中心に銅像再建運動が盛り上がったが、文化庁が「史跡指定地である弘前公園に建立」は許可できないとなって、
再建運動は挫折した。平成９年頃から再建運動が盛り上がり、２万１千余の署名が集められ、弘前市議会では満場一致で「藩祖
為信公銅像再建」が決議された。銅像再建建立協議会設置され会長に虎谷一郎氏が就任、募金は市民一人当たり一口千円、不況
のなか推進できたのは弘前市町会連合会の力が大きかった。設置場所ではもめた。市民の要望は元通りの公園本丸だったが、ま
たしても文化庁の許可がおりなかった。そのため一旦は現市役所の玄関前に決まったものの、最終的に現在地に落ち着いた。銅
像製作者は弘前市出身の古川武治父子。平成16年５月３日藩祖為信公の銅像は見事完成。
古川武治氏：彫刻家・弘前市名誉市民。弘前市の作品設置場所は、ＪＲ弘前駅前「りんごの風」市民中央広場「りんご乙女の像」運動公園武道館前「初
代若乃花銅像」墓地公園「天女像」。　　
参考　原子　昭三「あしかびは燃える」　　　　　　　　　　　　　  提　　供：撮影と文　公益社団法人 弘前法人会 顧問 工藤　順巳
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◎
弘
前
市
へ
車
椅
子
５
台
を
寄
贈

　令
和
３
年
度
の
社
会
貢
献
活
動
と
し
て
11

月
11
日
、
小
山
内
会
長
・
木
村
総
務
委
員
長
・

三
上
税
制
委
員
長
が
弘
前
市
役
所
に
櫻
田
市

長
を
訪
ね
車
椅
子
５
台
の
贈
呈
を
行
い
ま
し

た
。
櫻
田
市
長
か
ら
は
「
市
民
の
利
便
性
向

上
に
大
切
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。」

と
感
謝
の
お
言
葉
が
あ
り
ま
し
た

　弘
前
法
人
会
か
ら
管
内
市
町
村
へ
の
Ａ
Ｅ

Ｄ
・
車
椅
子
の
贈
呈
は
16
年
目
と
な
り
、
車

椅
子
の
贈
呈
も
45
台
目
と
な
り
ま
し
た
。

◎
弘
前
市
長
・
市
議
会
議
長
に
提
言

　法
人
会
の
「
令
和
４
年
度
税
制
改
正
の
提
言
」

の
う
ち
地
方
自
治
体
に
対
す
る
要
望
活
動
と
し
て

11
月
11
日
、
小
山
内
会
長
・
三
上
税
制
委
員
長
・

木
村
総
務
委
員
長
が
弘
前
市
役
所
に
櫻
田
市
長
並

び
に
小
田
桐
副
議
長
を
訪
ね
提
言
活
動
を
行
い
ま

し
た
。

◎
税
制
改
正
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
説
明
会

　開
催
日

　令
和
３
年
９
月
２
日

　会

　場

　弘
前
市
総
合
学
習
セ
ン
タ
ー

　参
加
者

　26
名

　講

　師

　弘
前
税
務
署
担
当
官

◎
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
説
明
会

　開
催
日

　令
和
３
年
10
月
18
日

　
　
　
　
　令
和
３
年
11
月
15
日

　会

　場

　弘
前
税
務
署

　参
加
者

　３
名

　
　
　

　講

　師

　弘
前
税
務
署
担
当
官

◎
令
和
３
年
年
末
調
整
説
明
会

　開
催
日

　令
和
３
年
11
月
24
日

　会

　場

　弘
前
市
民
交
流
館
ホ
ー
ル

　参
加
者

　56
名

　講

　師

　弘
前
税
務
署
担
当
官

　
　
　
　
　弘
前
市
担
当
者

　11
月
11
日
今
年
度
最
後
の
租
税
教
室
を
松

原
小
学
校
で
開
催
し
ま
し
た
。
今
年
度
の
租

税
教
室
は
９
校
で
11
回
の
開
催
と
な
り
ま
し

た
。
ま
た
９
校
に
は
女
性
部
会
か
ら
「
税
の

絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
」
へ
の
作
品
依
頼
を

行
い
ま
し
た
。

　社
会
貢
献
活
動

　研
修
・
説
明
会
の
開
催

青
年
部
会
租
税
教
室

（
公
社
）弘
前
法
人
会
ト
ピ
ッ
ク
ス

税
制
改
正
に
関
す
る
提
言



法人　ひ　ろ　さ　き（3）　第123号	 令和４年 １ 月１日



法人　ひ　ろ　さ　き令和４年 １ 月１日	 第123号　（4）

事例１　「交際費は代表者の個人的な飲食費用」として給与課税されたもの
　　飲食代金につき、代表者は個人名義のクレジットカードで支払う一方、領収書には調査対象
法人の名称を記載するように飲食店に依頼をしていました

調査官　交際費勘定に記載された「○○○」に対する支出が78回ありましたので反面調査を行っ
たところ、代表者が１人で行ったことが判明しており、その回数は69回に及んでいます。
また、「○○○」の担当ホステスが店舗を変わるたび、代表者は利用する店舗を変えてい
ます。決済はどのように行っていたのですか？

代表者　領収書がある程度たまると、当社が管理している金庫から現金を出金し、私が金銭出納
帳に記帳した上で、領収書と金銭出納帳を経理担当者に渡しています。

調査官　これらの交際費勘定は、事実認定の結果、あなたの個人的な飲食費用であったと認められ、
調査対象法人の業務に関連した支出ではありません。あなたが接待交際費に係る費用で
ないことを十分認識しながら、飲食店に調査対象法人宛の領収書を発行させ、この金額
を総勘定元帳の交際費勘定に計上したことは、帳簿書類の虚偽記載に該当しますので重
加算税の対象となります。

代表者　この支出は、私が飲食店へ一人で行った際の支出ではなく、友人や仕事等で知り合った
者を接待したもので、交際費です。

調査官　そうですか。では、それを立証してください。
代表者　･･････。

事例２　代表者１名で行った飲食の費用を交際費と認めなかった国税当局の処分が取り消されたもの
　　税務調査を受け、「交際費勘定に計上した費用は損金に算入されない」として法人税の修正
申告をしたところ、「代表者の個人的な飲食の費用を損金に算入したのは隠ぺい又は仮装の事実
があった」として重加算税を賦課してきました。
　　代表者は当初、この飲食費用は調査対象法人の業務に関連した支出ではないと回答し、国税
当局の質疑応答記録書に署名・押印をしていましたが、国税不服審判所では、この質疑応答記
録書は事実に反しており、実際には、個人的な飲食に係る金額ではなく、全て交際費である旨
答弁しました。
　　国税不服審判所では、次のように裁決をしています。
・飲食店の勘定明細書の内、「人数」欄に「１名」と記載のあるものが14件認められるものの、
飲食店の全ての利用が代表者の個人的な飲食であることを裏付ける証拠は認められない。
・代表者は飲食代の全てが個人的なものであると回答しているが、その内容は、本件各飲食代
金について概括的に述べたものであり、個々の支出について言及したものではなく、具体性
が乏しい上、その内容を裏付ける客観的証拠は認められない。

　　従って、本件各飲食代金について、個人的な費用であることを代表者が認識しながら、交際
費勘定として計上したとは認められないから、仮装の事実を認めるにたる証拠もないので重加
算税の賦課は取り消すべきである。

交際費　代表取締役の個人的消費か否か
～実践税務調査～

税理士　牧野　義博

【筆者紹介】牧野義博（まきの・よしひろ）　東京国税局調査部において特別国税調査官、
統括国税調査官、調査開発課長等を経て八王子税務署長を最後に退官。東京都新宿区で
税理士登録。著書には『ザ・税務調査１～３』『税務トラブルと債務の確定』（大蔵財務協会）
ほか専門誌等に執筆。ＨＰは「牧野義博税理士事務所」で検索。全国各地で講演会も行っ
ている。
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オ
ホ
ー
ツ
ク
海

　宗
谷
岬
か
ら
海
岸
沿
い
で
な
く
、
内
陸

の
猿
仏
村
に
向
か
う
。
頓
別
平
野
だ
。
大

き
く
波
打
っ
て
る
よ
う
な
丘
陵
が
延
々
と

続
い
て
い
る
。
み
ー
ん
な
牧
場
で
す
。
前

後
左
右
、
牛
牛
牛
。
風
に
乗
っ
て
牛
の
糞

の
イ
イ
？
カ
マ
リ
コ
が
漂
っ
て
き
ま
す
。

　こ
の
平
野

は
高
い
台
地

に
な
っ
て
い

て
、
そ
の
大
地

の
向
こ
う
の
山

手
に
は
、
無
数

と
も
言
え
る
風

車
が
林
立
し
て
い
ま
す
。
風
力
発
電
で
す
。

「
あ
れ
！？
六
枚
羽
根
の
風
車
あ
る
よ
！
」

あ
ん
ま
り
数
が
多
く
て
、
重
な
っ
て
見
え

た
り
す
る
ん
で
す
。

　青
森
で
も
、
は
じ
め
て
六
ヶ
所
の
風
力

発
電
風
車
を
見
た
時
は
驚
い
た
が
、
こ
の

北
海
道
の
風
車
群
は
桁
ち
が
い
。
北
海
道

は
ど
こ
も
広
く
、
大
き
く
、
多
く
て
、
本

土
や
四
国
と
は
ち
が
っ
た
雰
囲
気
で
す
。

　人
に
も
車
に
も
、
ほ
と
ん
ど
出
会
わ
な

い
牧
場
の
中
の
道
を
、
ベ
ゴ
コ
達
に
話
し

か
け
な
が
ら
、
ゆ
っ
た
り
と
東
の
方
へ

下
っ
て
ゆ
く
と
、
牧
場
の
臭
い
を
吹
き
消

す
爽
や
か
な
風
が
吹
い
て
来
て
、
と
、
突

然
、
眼
下
に
広
々
と
し
た
蒼
い
海
が
あ
ら

わ
れ
ま
し
た
。「
お
お
っ
！
オ
ホ
ー
ツ
ク

海
だ
！
」
車
を
止
め
て
し
ば
し
海
の
風
に

吹
か
れ
て
い
ま
し
た
。

迫
力
講
演

　道
の
駅
な
か
が
わ
の
付
近
を
散
歩
し
て

た
ら
道
端
で
お
し
ゃ
べ
り
し
て
い
た
三
人

の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
達
。
ご
挨
拶
し
て
、
お

話
の
中
に
入
れ
て
も
ら
う
。
一
人
の
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
は
特
に
お
し
ゃ
べ
り
、
昔
の
話

を
次
々
と
披
露
。
い
つ
も
の
聞
き
手
と
ち

が
う
の
で
勢
い
が
つ
い
た
ん
で
し
ょ
う
な
。

「
あ
た
し
に
ね
講
演
さ
せ
る
ん
な
ら
、
一

時
間
で
も
二
時
間
で
も
し
ゃ
べ
る
わ
」

　そ
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
ひ
い
お
じ
い

ち
ゃ
ん
は
昔
富
山
か
ら
来
た
。
そ
の
時
代
、

こ
こ
に
も
鉄
道
が
引
か
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
、
頓
田
兵
達
が
労
務
に
つ
い
て
い
た
が
、

手
が
足
り
な
く
な
っ
て
、
刑
務
所
か
ら
囚

人
を
連
れ
て
来
て
働
か
せ
た
。
囚
人
達
は
、

重
労
働
と
栄
養
失
調
で
次
々
と
死
ん
で

い
っ
た
ん
で
す
と
。
そ
の
死
体
を
長
い
穴

を
掘
っ
て
、
並
べ
て
埋
め
た
。「
ひ
い
お

じ
い
ち
ゃ
ん
は
、
こ
の
あ
た
り
の
土
地
を

広
ー
く
も
ら
っ
た
そ
う
だ
け
ど
ね
、
開
墾

し
て
た
ら
、
骨
が
た
く
さ
ん
出
て
き
た
ん

で
す
っ
て
。
ほ
れ
、
そ
の
線
路
の
わ
き
に
、

ズ
ー
ッ
と
埋
っ
て
た
ん
だ
っ
て
よ
」
す
ぐ

目
の
前
が
そ
の
線
路
、
こ
の
講
演
、
迫
力

あ
っ
た
な
あ
。

不
公
平

　富
良
野
の
フ
ァ
ー
ム
富
田
は
ラ
ベ
ン

ダ
ー
で
有
名
。
紫
色
の
ラ
ベ
ン
ダ
ー
ば

か
り
で
は
な
く
、
コ
マ
チ
ウ
（
ピ
ン
ク
）、

二
条
大
麦
（
黄
色
）、
カ
ス
ミ
ソ
ウ
（
白
）、

サ
ル
ビ
ア
（
赤
）、
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド

（
オ
レ
ン
ジ
）
な
ど
な
ど
、
主
役
の
ラ
ベ

ン
ダ
ー
に
は
、
脇
役
フ
ラ
ワ
ー
は
い
っ
ぱ

い
居
る
。

　こ
こ
は
圧
倒
的
に
、
外
国
人
観
光
客
が

多
い
と
こ
ろ
だ
。
そ
れ
も
、
台
湾
、
中
国
、

韓
国
の
人
達
が
多
い
の
で
、
日
本
人
と
区

別
が
つ
き
に
く
い
。

　坂
を
登
る
時
、
追
い
越
し
て
行
く
お

ば
ち
ゃ
ん
が
い
た
。「
ヨ
イ
シ
ョ
、
ヨ
イ

シ
ョ
」
と
言
っ
て
る
。「
あ
、
こ
の
人
、

日
本
人
だ
」
と
い
っ
た
感
じ
で
す
。

　富
良
野
フ
ラ
ワ
ー
ガ
ー
デ
ン
を
堪
能
し

て
か
ら
、
十
勝
温
泉
に
入
る
。

　こ
の
温
泉
、
露
天
風
呂
が
駐
車
場
よ
り

低
い
と
こ
ろ
に
あ
り
、
男
性
の
方
は
ま
る

見
え
。
ニ
ヤ
リ
ニ
ヤ
リ
と
、
横
目
の
お
ば

ち
ゃ
ん
達
。
キ
ャ
ッ
キ
ャ
ッ
と
、
笑
い
こ

ろ
げ
る
若
い
娘
達
。
男
湯
は
見
え
る
の
に
、

女
湯
は
見
え
な
い
の
は
、
公
平
じ
ゃ
な
い

よ
な
。

渋谷　伯龍
今篇・⑯⑰⑱ [完]今篇・⑯⑰⑱ [完]今篇・⑯⑰⑱ [完]
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 法 人 会 大 型 保 障 制 度 創 設 50 周 年 特 集
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青森支社
〒030-0802　青森市本町1-2-15青森本町第一生命ビルディング９Ｆ

 法 人 会 大 型 保 障 制 度 創 設 50 周 年 特 集Ⅱ.

社
会
保
障
と
税
の
一
体
改
革
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onoprint.jp

有限
会社小野印刷所

代表取締役　木村 和生代表取締役　木村 和生
〒036-8173 青森県弘前市富田町52

TEL 0172-32-7471　FAX 32-4251

〒036-8173 青森県弘前市富田町52

TEL 0172-32-7471 FAX 32-4251

info@onoprint.jpinfo@onoprint.jp

小野印刷の
動画公開中！
小野印刷の
動画公開中！
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講
師  

岡
田 

康
博 

氏

お
か
だ

や
す
ひ
ろ

世界遺産になった縄文遺跡群

共催／公益社団法人弘前法人会青年部会・女性部会
後援／弘前商工会議所・東奥日報社・陸奥新報社・FMアップルウェーブ

〒036-8035　弘前市大字百石町31-1 中村ビル2F
TEL（0172）36-8274  FAX（0172）32-9214
Ｅ-mail:hirosakihojinkai@bz04.plala.or.jp

弘前法人会公益社団法人

令和4年3月4日㈮
開場：午後3時　開演：午後3時30分（講演時間1時間30分）

会　場　フォルトーナ
　　　　駐車場の混雑が予想されますのでお車でのお越しはご配慮下さい

定　員　150名（定員になり次第締め切らせていただきます）

入場料　無 料（但し事前申し込みが必要です）

申込方法　一般：電話又はメールでお申し込みください
会員：専用申込書でお申し込みください

ご来場の際はマスクの着用をお願いいたします。
入場時に検温を行います。37.5度以上のお客様のご入場はお断りさせていただきます。
入場時の手指消毒にご協力ください。
皆様のご理解ご協力をお願い申し上げます。

ご協力の
お願い

弘前市和徳町140
℡0172‐39‐7700


